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資料－６               事業事前評価表 

 

1. 協力対象事業名 

中華人民共和国 陝西省人民医院医療機材整備計画 

2. 我が国が援助することの必要性・妥当性 

（1）我が国の援助対象国としての位置付け 

(ｲ) 中国は、我が国と地理的に隣接し、政治的、歴史的、文化的に密接な関係にあること、 

(ﾛ) 我が国と中国との安定した友好関係の維持・発展が、アジア太平洋地域ひいては世界

の平和と繁栄につながること、 

(ﾊ) 経済関係において、二国間政府ベースの経済協力、民間の投資・貿易、資源開発協力

等を含む幅広い分野にわたってその深さと広がりを増して発展してきていること、 

(ﾆ) 中国は、経済の近代化を最優先課題として位置付け、対外開放政策及び経済改革を

進めていること、 

(ﾎ) 広大な国土面積と多数の人口を有し、一人当たり GNP が 860 ドル(98年)と依然と低く、

援助需要が高いこと、 

等を踏まえ、中国の改革・開放政策に基づく近代化努力に対し、出来る限りの協力を行うと

の方針の下、中国の自主的な経済開発、民生向上に向けた努力に対し支援を行っている

（ODA 白書）。 

（２）当該計画は、国家開発計画・第9次5ヶ年計画における医療事業分野の重点策の一つである

「医療施設の医療サービス条件改善」の一環の事業として位置付けられている。 

3. 協力対象事業の目的（プロジェクト目標） 

西安市に位置する陝西省人民医院（病床数 1070 床、診療科･室数 54 部門を擁する総合

病院）は、1931 年に設立され､陝西省全 2779 病院のトップレファラル病院（最上位の紹介病

院）として､診療､疾病予防、保健サービスを全省一般市民に提供している他、医療従事者へ

の教育、農村への医療指導、西北地区の他省からの患者、観光地西安を訪れる外国人に対

する診療等も行っている。 

しかしながら省政府の保健衛生分野予算が十分に確保されていないため､同医院の 3 分

の2を占める1980年代に購入した医療機材と設備を更新できず､他地区の同レベルの病院に

比較し機材､設備のレベルは著しく遅れ、医療サービスの向上が阻害されているのみならず､

患者のニーズにも対応ができない状況にある。 

このような状況の下、陝西省人民政府は省の第９次 5 ヶ年計画（1996～2000 年）の中で､

同医院施設を増築し医療設備を更新､拡充することで陜西省のトップレファラル病院として必

要な診療機能を向上させ、同省及び近郊の各省の住民に対する医療サービスの向上を図る

計画を策定した。 

本協力対象事業の目的は第９次 5 ヶ年計画にもとづき新棟が建設された陝西省人民医院

に必要な医療機材を更新・拡充することにより、陝西省の医療サービス・レファラル体制を整備

し、ひいては陝西省及び近郊の各省の住民に対する医療サービスの向上を図ることにある。 



4. 協力対象事業の内容 

（1）対象地域： 陝西省 

（2）アウトプット 

陝西省人民医院全般の医療機材の整備。 

（3）インプット 

日本側: 救急外来･医療技術部門及び病棟等に対する各種手術用機材、内視鏡機材、

ICU/CCU、機能検査用機材、臨床検査用機材、画像診断・治療用機材等。 

中国側: なし 

（4）総事業費 ： 概算事業費 13.87億円（日本側 13.87億円、中国側 なし） 

（5）スケジュール ： 11.7 ヶ月の工期を予定 

（6）実施体制 

実施機関は陝西省衛生庁が管轄する陝西省人民医院である。 

5. プロジェクトの成果 

(1) プロジェクトにて裨益をうける対象の範囲及び規模： 

陝西省住民 3600 万人 

(2) 事業の目的(プロジェクト目標)を示す成果指標： 

① 陝西省人民医院における医療サービスが改善される。 

調査項目 2000 年 (実施前) 2005 年 (実施後) 

年間外来患者数    28 万人    3 割以上の増加 

年間手術数    4 千件    倍増 

DSA(血管造影 X
線装置 )による
IVR（放射線）治
療 

 
現在は他の省へ紹介している。 

 
当該病院で治療が可能となる。 

臨床検査能力 検査内容の質・量の不足 三次医療施設に必要な検査内
容が可能となる。（血液凝固・線
溶測定、尿沈査分析、血液培
養、薬物血中濃度検査等） 

② 陝西省における医療サービスのレファラル体制が構築される。 

調査項目 2000 年（実施前） 2005 年 (実施後) 

下位病院から陝西省人民
医院への紹介数 

   6,635 人/年 10,000 人/年 程度 

陝西省人民医院から他省・
都市病院への紹介数 

   142 人/年 20 人/年 程度 

（３）その他の成果指標： 

① 医療従事者の人材育成のための実習の場が整う。 

調査項目 2000 年（実施前） 2005 年 (実施後) 

人材育成の研修人数 1300 人/年 2000 人/年程度 

 
 
なお、上記指標のデータの提供は、陝西省衛生庁及び対象施設の陝西省人民医院の年次報
告書に基づくものである。 
 



6. 外部要因リスク 

(１)上位計画の変更による対象病院の位置付けの大幅な変更がない。 

（２）インフラ事情の悪化等による対象病院の診療活動の停滞がない。 

（３）感染症の異常流行による対象病院による診療の大幅な変化がない。 

（４）患者の受診姿勢の大幅な変化による対象病院の利用率の極端な低下がない。 

（５）機材の維持管理のための予算措置が図られる。 

7.今後の評価計画 

(1)事後評価に用いる成果指標 

陝西省人民医院の診療体制が整う。 

   調査項目：年間外来患者数、年間手術数、DSAによる IVR治療実績、臨床検査能力 

医療サービスのレファラル体制が構築される。 

   調査項目：下位病院から陜西省人民医院への紹介数、陜西省人民医院から他省・都

市病院への紹介数 

医療従事者の人材育成のための実習の場が整う。 

   調査項目：人材育成の研修人数 

(2)評価のタイミング 

  機材使用開始後 4年目（2005 年）以降事後評価予定。 

 



資料－７ 

 

「国民経済と社会発展第九次５ヶ年計画及び２０１０年長期目標大綱に関する講話」よりの抜粋 

 －2010 年の保健衛生事業発展の目標と指導方針－ 

（中華人民協和国国家計画委員会編、中国経済出版社、１９９６年） 

 

 

第九章 社会事業の全面的発展の推進 

第 5 節 保健衛生 

二、第九次五ヵ年計画と 2010 年の保健衛生事業発展の目標と指導方針 

(一) 発展目標 

第九次五ヵ年計画と 2010 年の保健衛生事業発展の全体目標は次の通りである： 

各種の保健衛生事業を積極的に発展させ、中国的特色を有し、経済社会発展状況とさま

ざまなレベルの人々のニーズに対応しうる、医療予防保健サービス・健康社会保障・保健衛

生監督及び法の執行を含む衛生サービス体系を構築し、すべての人々が基本的な保健衛

生サービスを受けられるようにし、健康水準を向上させるということを実現すること。 

初級保健衛生の主要な健康指標を以下に示す： 

・ 平均寿命は 2000 年に 71 歳とする。 

・ 乳児死亡率は 2000 年には 1990 年のベースから三分の一低下させ、2010 には 2000

年のベースから四分の一低下させる。 

・ 五歳以下の児童の死亡率は 2000 年には 1990 年のベースから三分の一低下させ、

2010 年には 2000 年のベースから五分の一低下させる。 

・ 妊産婦死亡率は 2000 年には 1990 年のベースから半分に減らす。 

（注：省略した「一、第八次五ヵ年計画の成果」の中に次のような記述があります。 

「第八次五ヵ年計画期間中には平均寿命は 70 歳に達した。1994 年の全国婦幼衛生モ

ニタリング情報の報告によれば、乳児死亡率は 37.79％、五歳以下児童の死亡率は

46.75％、妊産婦死亡率は 1990 年の 94.7／10 万から 64.8／10 万に低下した。」） 

 

保健衛生主要分野の発展の目標： 

１． 初級衛生保健を中心として、農村衛生業務を着実に強化する。 

・2000 年までに全国の異なるタイプの地域で県を単位として初級衛生保健計画目標を

全面的に達成し、広範な農民の基本的医療ニーズが保証されるようにする。 

・農村の県・郷・村の三級医療予防保健ネットワーク構築を更に強化し、95％以上の地



域において農村の保健衛生基本施設の「老朽化した危険な建物がなく、建物・機材・

人員が整備されている（無三整備）を実現する。 

・農村衛生状況の改善を重視し、2000 年までに農村飲料水改善受益人口を 90％以上

とすべく努力し、同時に引用水衛生合格率を高める。農村の衛生トイレ普及率を高め

る。 

２． 疾病のコントロールと婦幼保健の業務を重点策とする。 

・重大な疾病の予防と治療を強化し、感染症の監視と集団予防接種業務を強化する。 

・2000 年までに、感染症発病率を 1995 年に比べ 20％低下させ、ヨード欠乏症・住血吸

虫病・克山病（訳注：黒龍江克山で最初に発見された心筋性風土病）・大骨節病（訳

注：関節が大きくなり、疼痛がある風土病。カシン・ベック病。）を基本的にコントロール

し、95％の県において風土病をほぼ制御するか、消滅させることを目指す。 

・感染症・風土病が人々の健康を脅かす重大な疾病でないようにすると同時に、慢性病

及び非感染性疾病についても、危険因子に対する総合的予防治療対策を実施し、

心臓脳血管性疾病及びがんの発病率と死亡率の上昇を段階的に制御してゆく。 

・性病及びエイズの蔓延をできる限り防ぐ。 

・婦幼衛生保健については、乳児死亡率及び妊産婦死亡率の低下・自動栄養不良の

改善といった主要目標を目指して業務を実施し、更に農村妊産婦の入院分娩率の

向上・妊産婦と児童のシステム保健カバー率（訳注：母子手帳に基づく定期検診）の

向上をめざし、また愛嬰病院（訳注：母子同室や母乳栄養など現在の中国で推奨さ

れていることをきちんと実施している病院）建設の基礎の上に、愛嬰活動を展開し、ま

た婚前検査と遺伝相談サービスを普及させる。 

３． 中国医学薬学事業を引き続き振興し、発展させる。 

・第九次五ヵ年計画期間中、医療・教育・研究・生産など各方面にわたる中国医学薬学

振興プロジェクトを実施する。 

・中国医学の特色と長所を守り発展させ、サービスの分野を広げ、サービス機能を更に

充実させる。 

・ベッド数の規模を合理的に計画し、構造調整を行って使用率を高める。 

・都市部においては重症の治癒能力を高め専門科目を整備し、地域医療サービスをよ

り充実させる。 

・農村においては三級医療ネットワークの中での中国医学サービス機能を強化する。ま

た中国医学と西洋医学を結びつけたトップレベル学科の構築をサポートする。民族医

学薬学の発展を支援する。 

 



(二) 指導方針 

第九次五カ年計画及び 2010 年の保健衛生目標達成のために、人々の健康水準向上を

中心とし、農村衛生・予防保健・中国医学薬学の三つを戦略的重点とし、基本的保健衛生

サービスを更に強化し、科学技術に依拠するという方針を堅持しなければならない。 

発展の内容については、建設拡張、数量拡大を主とする方針から、内的質の充実・管理

強化・衛生サービスの質的向上と便益を重視する方向に転換がなされるべきである。構造調

整を行い。最適な資源の再配置を行い、社会主義的市場経済体制に対応する衛生サービ

ス運営のメカニズムを構築し、総合的便益を高める。 

業務の重点としては、農村を長期的戦略の重点とする。農村一次医療施設の衛生サービ

スを強化し、農村初級衛生保健と都市部の地域医療サービスを強化する。 

発展計画の上では「大衛生」という考え方を取り入れ、現在の部門別に細分化された状況

を打破し、地域衛生計画を積極的に推進し、地域内の衛生資源の合理的配置と衛生サービ

ス総合力向上に努める。また貧困地域の衛生事業の発展を積極的に支援し、人々の健康状

態と衛生状況の地域間格差の縮小に努める。 

サービスの面では、現代医学と伝統医学を同等の位置に置き、中国医学と西洋医学をと

もに重視し、双方を結びつけて調和的発展を目指す。 

資金投入に関しては、成否の投入を主とするという方針を堅持した上で、さまざまなルート

による資金手当てを行って衛生分野への投入を増やす。 

 

(三) 衛生事業発展に関する主要な政策的措置： 

１．衛生事業の地位を明確化し、政府の職責を強化する。 

２．社会健康保障制度を構築する。 

３．衛生体制改革をスピードアップし、充実させる。 

４．衛生経済政策を整備し、衛生投入を増やす。 

５．衛生法規制定の強化 

６．医療技術の進歩に依拠し、人材育成を強化する。 

７．医療従事者の職業道徳教育を堅持する。 
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